
放課後等デイサービス評価表 回答者 １５／１８名 回答率：８３％ はい どちらともいえない いいえ

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 9

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 15

3 事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフリー化の配慮が適切になされているか 12

4 子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後等デイサービス計画が作成されているか 15

5 活動プログラムが固定しないよう工夫されているか 15

6 放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいのない子どもと活動する機会があるか 5 4

7 支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか 15

8 日頃から子どもの状況を保護者と伝えあい、子どもの発達の状況課題について共通理解ができているか 15

9 保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行われているか 14

10 父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保護者同士の連携が支援されているか 5 3

11 13

12 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされているか 15

13 15

14 個人情報に十分に注意しているか 15

15 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを策定し、保護者に周知、説明されているか 12

16 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓練が行われてるか 15

17 子どもは通所を楽しみにしているか 未記入１ 14

18 事業所の支援に満足しているか 未記入１ 14

事業所名：こでまり

日付：令和4年3月11日
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今後の取り組み

限られたスペースを有効に使用し、現在のご利用される方とスタッフで無理なく過ごせるスペースを確保していきます。また、今

後も、法定定員10人基準ですが、そこまでご利用者を増やすことはしません。

年3回以上の研修（外部研修、法人内研修）の場を確保すること、及びケア会議（他機関、法人内部）や活動前のミ―ティングを

今後も継続していきます。また新人スタッフが加入した場合にもおいても、これまでと連続した同じサポートが継続できるようにし

ていきます。

老朽化している建物のため、入り口に２段の段差がどうしても出てしまいます。そのために車いすご利用者様にはご心配があるかと思いますが、日々ス

タッフ2名体制で慎重にサポートさせて頂いております。また手すり等はトイレのみとなります。他、事業所内においては現在設置予定はございません。も

し、保護者様のほうで必要なことがございましたら直ぐに検討させて頂きますので、ご連絡ください。

現在、放課後児童会との交流は現実的では無いと思い、特段検討をしておりません。ただ、商店街の方との交流はイベント活動

を通じて行っております。今後も夏祭りやハロウィンイベントを通じて交流を図っていきたいと考えております。

お子様の成長過程において非常に大切なことと認識しております。今後も連絡ノートやお電話等で情報交換を行いながら日々

の支援に繋げていきたいと考えております。

法人の総会にて情報交換等を行う場をセッティングしておりますが、コロナ禍の影響も含め次年度もまだ未定です。ただ、必要

な情報等がございましたら通信やホームページ上でもお知らせすることが可能です。また保護者様の中で他機関との交流を図

りたいとのご要望がありましたら調整役を行わせて頂きますので、どのようなことでもご連絡ください。

苦情等の記録は法人内にて整備しております。また、その内容については月１回のミーティング及び活動前のミーティングにて

スタッフ全員で共有し、改善に向けて取り組んでいきます。また改善内容についても、ご利用者様に書面等でご報告します。

左記事項については4月中にホームページまたは書面等にてご周知させて頂きます。確認の意味を込めて年1回は通信、ホー

ムページ等でもお知らせします。

何よりも大切なことと感じております。今後も楽しみの幅を広げていけるように活動に奮闘努力していきます。

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に主知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を子どもや保護者に対して発信しているか
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